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1. はじめに 
近年，インターネットの普及により，利用者層が拡大

し，Web を利用する誰もが扱えるよう Web アクセシビリ

ティを考慮した Web サイトの設計が求められている．ま

た，iPhone や Android ケータイなどの登場により，スマ

ートフォンの普及が急速に伸びていることから，スマー

トフォンからのアクセスを考慮した Web サイトの設計が

求められる．そこで本稿では，ブラウザ上に表示される

ボタンの視認性に注目し，そのデザイン，配置が視認性

に与える影響についてスマートフォンを用いた実験を行

い，ボタンの認識のしやすさと，認識に要した時間をユ

ーザテストにより収集する．その結果によりアクセシビ

リティを向上させる要因について分析・評価を行った． 

  
2. 実験 

被験者が問題ボタンを押下してから正解ボタンを押下

するまでの反応時間と誤入力回数を計測した．実験では

ボタンのデザインを 3 種類用意した．ボタンのサイズ比

率は高さ 44px を基準とし，80%，100%，120%の計 3 種類．

配置間隔は，0px，4px，8pxの計 3種類とした． 

2.1実験環境 

実験に用いたスマートフォンは iPhone4，ブラウザは

Safari を使用した．各ボタンデザインを図１に示す．実験

用の Web ページは，HTML5，CSS3 で作成した． 

 

 
 

図 1 ボタンデザイン 

 

 

 

 

 

 

2.2実験方法 

被験者は 18 歳から 22 歳の学生 10 名とし，問題ボタン

を押下したあと，ランダムに表示される指示文に従って，

画面下側のボタン群のうち，指示と一致するボタンを押

下する．問題ボタン押下から指示と一致するボタンの押

下までを 1 試行とする．問題ボタンを押下すると，ボタ

ン呈示条件がランダムに表示され，各ボタンのラベルに

は 1～5 の数字がランダムに割り当てられる．呈示条件は

27 パターンを用意した．各条件で 5 回の計測を行い，試

行回数を計 135 回とした．ボタン呈示条件を表１に示す． 

 

表１ ボタン呈示条件 

条件 

サイズ

比率 

[%] 

高

さ 

[px] 

幅 

 

配置

間隔 

[px] 

01 80 35.0 0100% 0.0 
02 100 44.0 0100% 0.0 
03 120 53.0 0100% 0.0 
04 80 35.0 0100% 0.0 
05 100 44.0 0100% 0.0 
06 120 53.0 0100% 0.0 
07 80 35.0 35.0px 0.0 
08 100 44.0 44.0px 0.0 
09 120 53.0 53.0px 0.0 
10 80 35.0 0100% 0.0 
11 100 44.0 0100% 4.0 
12 120 53.0 0100% 4.0 
13 80 35.0 0100% 4.0 
14 100 44.0 0100% 4.0 
15 120 53.0 0100% 4.0 
16 80 35.0 35.0px 4.0 
17 100 44.0 44.0px 4.0 
18 120 53.0 53.0px 4.0 
19 80 35.0 0100% 8.0 
20 100 44.0 0100% 8.0 
21 120 53.0 0100% 8.0 
22 80 35.0 0100% 8.0 
23 100 44.0 0100% 8.0 
24 120 53.0 0100% 8.0 
25 80 35.0 35.0px 8.0 
26 100 44.0 44.0px 8.0 
27 120 53.0 53.0px 8.0 

 

 

３.実験結果  

実験によって得られたデータをデザイン，サイズ比率，

配置間隔ごとに比較した．サイズ比率 80%，配置間隔 0px

の場合のデザインによる反応時間の比較を図２に示す． 
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図２ デザインによる反応時間比較(80%，0px) 

 

 図２より，サイズ 80%，配置間隔 0pxの場合の反応時

間の標準偏差，反応時間の平均値はデザイン１の際に最

も小さく，タッチ動作が安定しているといえる．それに

対してデザイン３の際に最も大きく，タッチ動作は安定

しないといえる． 

また，サイズ 120%，配置間隔 8pxの場合のデザインに

よる反応時間の比較を図３に示す． 

 

 
図３ デザインによる反応時間比較(120%，8px) 

 

図３より，サイズ比率 120%，配置間隔 8pxの場合の反

応時間の標準偏差，平均値はデザイン３の際に最も小さ

く，タッチ動作が安定しているといえる．  

呈示条件ごとの反応時間の比較を図４に示す． 

 

 
図４ 呈示条件ごとの反応時間比較 

 

図４より，サイズ比率が小さいときに反応時間の平均

値が小さいのはデザイン１である．また，サイズ比率が

大きいときに反応時間の平均値が小さいのはデザイン３

であることがわかる． 

次に，サイズ比率ごとの誤入力回数の比較を図５に示

す． 

 

 
図５ サイズ比率による誤入力回数比較 

 

図５より，サイズ比率が大きいほど誤入力回数が少な

く，タッチ動作が安定していると言える． 

 

4.考察 
図２より，サイズ比率 80%，配置間隔 0px の場合の反

応時間の比較では，デザイン１が最も平均時間が短く，

タッチ動作が素早く行われていることが示された．これ

は，ボタンのサイズ比率が小さいのに対して，横幅が広

かったためだと考える．次に，図３より，サイズ 120%，

配置間隔 8px の場合の反応時間の比較では，デザイン３

が最も平均時間が短く，タッチ動作が素早く行われてい

ることが示された．これは，ボタンのサイズ比率が大き

く，配置間隔が広いのに対して，横幅が狭く，画面に余

裕があったためだと考える．また，サイズ比率ごとの誤

入力回数の比較では，サイズ比率が大きいほど誤入力率

は低いので， 誤入力を防ぐためには，サイズ比率を大き

くすることが有効であることがわかる． 

 

5.おわりに 
ボタンのデザイン，配置間隔，サイズの違いによる反

応時間の分析を行い，結果，サイズ比率により，アクセ

シブルなデザインは変わることがわかった．しかし，誤

入力が多くなるため，最低でもサイズ比率は 100%，44px

必要であると考えられる．また，配置間隔をあまり広く

すると，反応時間が大きくなる傾向がみられた．今後は

より一般的な Web ページに似た設計にするなどし，様々

な角度からスマートフォンにおけるアクセシブルなボタ

ンについて調査していきたい．  
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